








































































　神田善弘教授（2010）は FOB・CIF の誤用原因を、輸出入申告は法令により FOB,CIF で申















































































































アジア州計 5,145,260 69.0 69.3 9,175,694 76.3 77.1
中国 1,774,357 23.8 25.7 5,432,582 45.2 50.7
タイ 526,958 7.1 7.0 780,626 6.5 5.4
韓国 407,360 5.5 5.0 536,094 4.5 5.0
ベトナム 373,083 5.0 3.3 704,170 5.9 3.6




北アメリカ州計 1,009,717 13.5 14.0 1,266,454 10.5 9.9
カナダ 69,847 0.9 0.9 229,609 1.9 2.0
アメリカ 789,707 10.6 11.4 954,066 7.9 7.5




ヨーロッパ州計 792,247 10.6 9.8 1,089,019 9.1 9.3
オランダ 124,414 1.7 1.4 58,733 0.5 0.4
ロシア 121,255 1.6 1.7 99,557 0.8 0.8
ドイツ 103,301 1.4 1.3 138,774 1.2 1.3
イギリス 75,714 1.0 0.9 52,053 0.4 0.4




アフリカ計 215,073 2.9 2.7 62,098 0.5 0.5
南アフリカ計 152,545 2.0 2.6 199,137 1.7 1.6
大洋州計 128,397 1.7 1.6 227,186 1.9 1.6
国不明 9,974 0.1 10,880 0.1



























































































































耐世特汽車系統（蘇州）有限公司 EXW,FCA,FOB,DDP,DDU 無 影響が小さい
蘇州沃来拓思大貿易有限公司 FCA,CIF,DEQ 無 影響なし
蘇州宏偉実業有限公司 FOB,CIF,CFR 無 影響が小さい
博世汽車部件（蘇州）有限公司 EXW,FCA,CIP,DDU 有 影響なし
蘇州恒豊進出口公司 FOB,CFR,CIF 未定 影響なし
霍尼韦尔航空発動機（蘇州）有限公司 EXW,FOB,CIF 未定 影響なし
蘇州特雷卡電缆有限公司 FOB,CIF 無 影響が小さい
蘇州恒潤進出口公司 FOB,CIF 有 影響が小さい
国一製紙（張家港）有限公司 FOB,CFR,CIF 無 影響なし





























































































































　第 2 に、貿易業者が FCA 条件と FOB 条件との違いを知っていながらも FCA 条件をはじめ
とするコンテナ取引条件を使わないことは、ICC が指摘した「物品が買主によって指定された
運送人に引き渡された後、売主が危険を負担し続けるべきではないことを商人が理解するのは
困難であった」ことに主たる原因があるのではない。実際にはコンテナ取引条件は貿易業者に
理解されていないのではないが、引渡場所、銀行による書類買取り、運送書類の入手および費
用負担などの面における不確定な要素があるため、コスト管理を重視する売主と買主にとって
コンテナ取引条件は汎用性があるだけにリスクが多く潜んでいるものといえよう。
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